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　第68回国民体育大会の成績は、天皇杯が1037.25点を獲得し13位、皇后杯が584.5点を獲得し14位と大躍進した。
総合成績での10位台前半は、栃の葉国体（第35回大会)に次ぐ2番目の高成績となった。

（1）　冬季大会
　スケート競技成年男子 若林大季選手が5000mで優勝し、1500mでも7位に入賞した。アイスホッケー競技では少
年男子が4位、成年男子が5位入賞と活躍した。スキー競技は成年女子Bの小室理恵選手が19位と健闘したが、上位県
の厚い壁に苦戦を余儀なくされた。

（2）　関東ブロック大会
　関東ブロック大会は、各都県によるハイレベルな競技の中、本県21競技35種別が本大会出場権を獲得した。通過
種別数は昨年を上回り、本大会での健闘が大いに期待された。例年どおりの活躍を見せ通過した競技は、ホッケー競
技（成年女子、少年男女）、クレー射撃競技（成年）、ウェイトリフティング競技（成年男子、少年男子）、ボート競技（成
年女子）等である。
　また、インターハイで活躍した柔道競技（少年女子）、空手道競技（少年女子）、バドミントン競技（少年女子）、ボク
シング競技（少年男子）等、少年種別が関ブロでも結果を残した。入賞により高得点を得ることのできる、サッカー競
技（成年男子）、ソフトボール競技（成年男女）も通過し、ホッケーを含めた団体種目の本大会での入賞が期待された。

（3）　本大会
　今回の好成績は、獲得得点の割合にも見られるように成年種別の活躍が大きい。特にバスケットボール成年女子の
初優勝をはじめ、クレー射撃、ゴルフ成年男子が２位入賞、ソフトボール成年男女がそろって３位入賞を果たすなど、
高得点の団体種目で上位入賞を果たした。また、昨年に引き続き少年女子種別での活躍が継続していることも要因で
ある。水泳少年女子の獲得得点73点をはじめ、33年ぶりの優勝を飾った弓道少年女子、２種目とも入賞を果たした
山岳少年女子、惜しくも５位となってしまったが、毎年高得点を獲得するホッケー少年女子などが活躍した。

（4）　総括
　第68回大会は冬季大会の得点に始まり、先行開催競技の水泳競技（競泳・飛込）の大活躍で波に乗り、天皇杯13位
の結果を残した。今大会は成年種別の活躍が大きいと考えられる。中でも成年男子種別の競技得点が214.75点、全体
の33.7%となり、昨年度比で10％も伸びた。
　女子総合成績では、ホッケー競技、水泳競技、弓道競技などで高得点を獲得し、競技得点、皇后杯順位ともに昨年
を更に上回った。
　本県の競技力向上対策事業において女子強化は継続して取り組む課題であることに変わりはないが、今回の飛躍は
各競技団体の成果と言える。各競技団体におけるプロジェクトＶロード事業も軌道に乗り、一貫指導体制の確立と、
効果的、効率的な選手育成強化策の展開が着実に実を結んできている。
　また、国体参加選手の中には、本協会の強化指定を受けた事業所、クラブ、大学、選手が多く見られ、今後も選手
強化の拠点となる事業所・大学への働きかけや有望な指定選手への強化が重要と考えられる。
　今後も、中・長期的視野に立った選手育成強化体制のより一層の充実を図り、天皇杯10位台を維持し、更に上を目
指せるよう、本県の競技力向上に努めていきたい。

第68回国民体育大会　栃木県選手団の成績
総合成績

第68回国民体育大会を振り返って

冬季大会得点 本大会得点 合計得点 順位

天皇杯
今大会 55(30) 582.25(370) 637.25(400) 1037.25 13位
前大会 53(30) 552.5(370) 605.5(400) 1005.5 18位

皇后杯
今大会 0(20) 294.5（270） 294.5（290） 584.5 14位
前大会 0(20) 256(270) 256(290) 546 19位

※(　　)は参加得点
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☆★☆　第68回国民体育大会主な活躍　★☆★

スピードスケート成年男子
5000m優勝　若林　大季

アイスホッケー成年男子　５位
栃木県選抜

飛込少年女子
飛板　優勝　榎本　遼香

ボクシング少年男子　ミドル級
優勝　高倉　久生

ウェイトリフティング成年男子
53Kg級C&J　６位　須田　俊幸

弓道少年女子　遠的　１位
栃木県（小太刀・大出・高橋）

バスケットボール成年女子　優勝
栃木県（白鷗大学）

ソフトボール成年女子　３位
栃木県（本田技研）

ライフル射撃成年男子　10mS60M
小林　郁弥
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入賞者一覧
１　冬季大会
No. 競　技　名 種　　別 氏　　名 種　　目 順位 得点 競技別得点
1 スケート（スピード） 成年男子 若林　大季 5000m 1 8 10若林　大季 1500m 7 2
2 アイスホッケー 少年男子 栃木県（日光明峰高校） 4 25 45成年男子 栃　木　県 5 20

２　本大会
No. 競　技　名 種　　別 氏　　名 種　　目 順位 得点 競技別得点

1 陸 上 競 技

少年男子共通 中島　大輔 走高跳 1 8

30

成年男子 菊池　昌寿 3000mSC 3 6
少年男子B 髙内　真壮 走幅跳 3 6
成年男子 相山　征之 400m 6 3
少年男子A 須藤　俊亮 やり投 6 3
少年女子B 高木　萌子 1500m 6 3
少年男子A 降矢　恭兵 110mH 8 1

2 水　　　泳
競泳

成年男子 萩野　公介 自由形400ｍ 1 8

98

成年女子 清水　咲子 個人メドレー200ｍ 1 8
少年女子B 岸　　 愛弓 平泳ぎ100ｍ 1 8
少年女子B 岸本　梨沙 自由形50ｍ 1 8
少年女子B 栃　木　県 メドレーリレー400ｍ 1 8
成年男子 萩野　公介 背泳ぎ100ｍ 2 7
少年女子A 齋藤ゆり子 背泳ぎ200ｍ 2 7
少年女子B 岸本　梨沙 自由形100ｍ 2 7
少年女子A 菊池　優奈 バタフライ200ｍ 3 6
少年女子B 栃　木　県 リレー400ｍ 3 6
少年女子A 菊池　優奈 自由形400ｍ 4 5
少年女子B 今井　彩香 背泳ぎ100ｍ 5 4
成年男子 森　　洋介 個人メドレー200ｍ 7 2

飛込 少年女子 榎本　遼香 飛板 1 8
少年女子 榎本　遼香 高飛込 3 6

3 ボ　ー　ト 成年女子 木村　美子 1 6.5 6.5

4 ホッケー
成年女子 栃木県（グラクソ・スミスクライン） 5 28

68少年男子 栃　木　県 5 20
少年女子 栃木県（今市高校） 5 20

5 ボクシング

少年男子 高倉　久生 ミドル級 1 8

36

成年男子 吉野修一郎 ウエルター級 2 7
成年男子 青木　伸之 ライトフライ級 3 5.5
少年男子 森本　紘斗 ライト級 3 5.5
成年男子 江口　  礼 バンタム級 5 2.5
成年男子 レイ・フックターン ライトウエルター級 5 2.5
成年男子 助川　康兵 ミドル級 5 2.5
少年男子 石川　泰斗 フライ級 5 2.5

6 バスケットボール 成年女子 栃木県（白鷗大学） 1 40 40

7 レスリング
成年男子 齋川　哲克 グレコローマン120㎏ 1 8

13成年男子 東泉　恵二 グレコローマン74㎏ 5 2.5
少年男子 久保　直矢 グレコローマン84㎏ 5 2.5

8 ウエイトリフティング

少年男子 関口さとし 69㎏級クリーン＆ジャーク 3 6

23

成年男子 髙田　侑弥 94㎏級クリーン＆ジャーク 5 4
少年男子 関口さとし 69㎏級スナッチ 5 4
成年男子 須田　俊幸 53㎏級クリーン＆ジャーク 6 3
成年男子 髙田　侑弥 94㎏級スナッチ 7 2
少年男子 阿久津晋治 94㎏級スナッチ 7 2
成年男子 飯塚　崇亮 ＋105㎏級クリーン＆ジャーク 8 1
少年男子 阿久津晋治 94㎏級クリーン＆ジャーク 8 1

9 自　転　車 成年男子 坂井　　洋 スプリント 3 6 7少年男子 小松　誠悟 ケイリン 8 1
10 馬　　　術 成年男子 廣田　龍馬 六段障害飛越 8 0.25 0.25
11 フェンシング 成年男子 栃　木　県 エペ 4 15 15
12 柔　　　道 成年女子 栃　木　県 5 7.5 15少年女子 栃　木　県 5 7.5
13 ソフトボール 成年男子 栃木県（ホンダエンジニアリング） 3 44 88成年女子 栃木県(本田技研） 3 44
14 バドミントン 少年男子 栃　木　県 5 7.5 7.5

15 弓　　　道
少年女子 栃　木　県 遠的 1 24

30成年男子 栃　木　県 近的 8 3
成年女子 栃　木　県 遠的 8 3

16 ライフル射撃 成年男子 小林　郁弥 10mS60M 1 8 8
17 剣　　　道 少年男子 栃　木　県 4 25 25
18 山　　　岳 少年女子 栃　木　県 リード 3 18 30少年女子 栃　木　県 ボルダリング 5 12
19 クレー射撃 成年男子 栃　木　県 スキート 2 21 21
20 ゴ　ル　フ 少年男子 栃　木　県 2 21 21
公開競技：入賞なし 637.25 　


